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レムの最後から２番目のＳＦ長編にして、泰平ヨンシリーズの掉尾を飾る作品がついに翻訳され

た。軍縮のために地球上の全ての兵器が月に移された。しかし、月では兵器が自動進化を遂げてい

るらしい。その様子を確認すべく主人公は極秘に偵察に送りこまれる。ただし、普通の小説と異な

るのは、泰平ヨンが月面で脳梁切断されてしまい、右脳と左脳が別々に判断するので、左半身が左

脳に反抗するというスラップスティックな状況に置かれている点である。なんとややこしい。 

機械の自動進化というモチーフは先に新訳され

た『インヴィンシブル』にも通じる。しかし、ユーモア

には乏しい『インヴィンシブル』などの初期の本格

的ＳＦとは異なり、本作は諧謔やアクション、スリル

に富んだドタバタ的な展開が目立つ。同時代にソ

連で活躍したストルガツキイ兄弟も、初期の衒いの

ないリアリズム的な作品から、中後期は風刺やユー

モアに富んだ作風へと変遷した。 
真の目的が明かされないまま、半ば巻き込まれ

るようにして主人公が任務に就くことを強いられ、

最後に壮大などんでん返しが待ち受けるという展

開も、ストルガツキイ兄弟の後期の作品とよく似て

いる。思いもかけず分裂した自己という題材につい

ても、人間が意のままになしうることがいったいどれ

だけあるだろうかと思い直せば、付き合っていかざ

るをえないものだ。本書の根底には人間のそうした

現状をおおらかに肯定する態度があると思われる。 

パンデミックと戦争 

レムは全く予期していなかったことだが、軍縮と

いうテーマと、パンデミックに似た最後の破局的な

災厄について、２０２２年に生きる私たちは敏感に

受け止めざるをえない。レムの故郷、リヴィウも爆撃

を受けた。キーウの爆撃された現場について「写真

をみるかぎり、エアコンの室外機やカーテンが見受

けられず、このアパートは無人である。ロシア軍は

民間人を攻撃していない」と私の知人のロシア人は

主張する。社会学の知見によれば、うわさやデマの

本当の問題は情報の真偽ではなく、実は情報の解

釈の次元にあるそうだ。泰平ヨンの友人タラントガ

教授の「人は自分が信じたいことを信じる」という指

摘は、全くその通りである。 
小説の最後に唐突に明かさ

れる破局について読者の受け

止めはさまざまだろう。私たち

の現実はどうか。２０２１年５月、

新型コロナウイルスの感染が下

火になるや否やイスラエルはガ

ザ地区を空爆し、今年、パンデ

ミックのさなかにもロシアはウクライナへの侵攻を始

めた。ロシア外相ラヴロフは何の根拠もなく「ヒトラー

にユダヤ人の血」と放言し、イスラエルのロシア系ユ

ダヤ人は憤激した。かたやパレスチナのハマスは、

同地では平和の調停者として振舞うロシアとの関係

を保ち、今年５月にはモスクワを訪問した。 
世界の現実は複雑である。それにしても、パンデ

ミックと戦争とどちらがマシなのか。この世界では、

少なくともパンデミックは戦争を止められるほどの大

破局ではないことが明らかになった。小説の最後

の文章の通り、私たちはこれからも生き続けなけれ

ばならない。では、われわれ人類の文明は生きる

に値するほどの水準に達しているのだろうか。それ

は戦争を廃絶できるか否かにかかっているのだろう。 
（宮風耕治、ロシアＳＦ翻訳家） 

 
 
 

本書は、著者の言葉を借りれば、ミコワイ・レイ（１５０５～６９）についての「エッセイに

加えて、レイのテクストをつまみ食いしながら、日本語に訳し、紹介した本」で、そのテク

ストの「選択もきわめて偏ったもの」（「あとがき」）になっているが、この〈偏ったつまみ食

い〉が本書を「優れた研究書」（POLE１０６号１２㌻）にも、出色の〈作品〉にもしている。 

全六章のうち第三～六章までは、それぞれ異な

るレイの代表作を年代順に扱い、そこから章題を

採っている。第三章『像』（１５５８）と第四章『動物園』

（１５６２）は、どちらも長い原題を略称した〈青年が

古代の賢人たちと出会っていく物語〉と〈教訓的・

風刺的なエピグラム集〉だ。第五章「フィグリキ、す

なわち笑い話」は『動物園』の付録で、独自のタイト

ルページを備える小咄集だ。そして第六章「鏡に

『ミコワイ・レイ氏の鏡と動物園』 
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映す『真面目な人間の一生』」

では、『鏡』（１５６８）と略称され

る大著の半分以上を占める

『真面目な人間の一生』が〈ポ

ーランド士族の理想像〉を描く。 
これら四章では、レイの作品

の断片の翻訳の前後を著者の

解説と補足が、欄外の註では

なく地の文として続く。著者によると、レイは「実学

的、実践的」知識に裏打ちされたポーランド語で

「圧倒的な数の名詞」を並べ「リアリティをもって」

「書く行為そのものを、ポーランド語自体を楽しん

でいる」。そしてそこに活写される実際の「農事、家

事を《楽しめ》《味わえ》」と興味深い人生観を説く。 
そして第二章「ミコワイ・レイという人」では、作品

からは知り得ないレイの性格や実生活が鮮やかに

描き出される。例えば、その奔放さと鼻っ柱の強さ

から学校制度に収まり切らなかったレイ、だがいざ

必要と見るやラテン語でも古典の素養でもさっさと

身に着けてしまうレイ、凄まじい数の訴訟沙汰を物

ともせず所有地を増やしていった遣り手の荘園領

主レイ…。この章では、レイの親友アンジェイ・チェ

チェスキによる伝記（『鏡』の跋文）が抄訳されている。 
第一章「言語と民族」こそ出色の「エッセイ」だ。

著者はレイ自身の序文や後記等を引用しながら、

「ポーランド文学の父」が高い〈民族的自意識〉と

〈国語意識〉を持っていたからこそポーランド語によ

る文学を広めようと作品を書いたのだと論じる。ポ

ーランド語が単なる〈ポーランドという土地で話され

ている言語〉ではなく、〈ポーランド人〉の〈国語〉とし

て明確な民族意識と結びつく瞬間は、著者でなく

ても興味をそそられる。そしてその瞬間を、ポーラ

ンド国家の〈黄金の世紀〉にポーランド語でのみ作

品を発表したレイに見出すのは、とても自然だろう。 

生活や労働を楽しめ 

本書表題の「鏡」と「動物園」は「ミコワイ・レイ」の

代表作を指すが、では「氏」はどこから来たのか？ 
添えられたポーランド語表題にも『…pana Mikołaja 
Reja』とある。著者は「あとがき」で『真面目な人間の
一生』の男が「“殿”ではなく“氏”の顔を見せるのを

垣間見た気がした」と説明する。もちろん、領主とし

て依然「あれこれ指図する殿様」に変わりはないが、

「生活や散策や労働を“楽しめ”と語る姿勢に近代

的な個人が見えるような気がした」という。そして日

本語の「氏」でもポーランド語の「pan」でも、敬称と
して人名に付くと、話者と相手との関係が無色透明

ではなくなり、関口時正氏と「ミコワイ・レイ氏」との

関係が具体的に浮かび上がる。著者はきっとレイ

や彼のテクストとの対話を、さらにそれを書き留める

作業を、レイのように〈楽しんで〉いるのだろう。 
（津田晃岐、聖ヨゼフ・カラサンス学園高等学校教員） 

 
 
 
 
 

本書は１９８９年のポーランドにおける円卓会議

に至るまでのプロセス、およびその後の状況につ

いて、主要な資料の翻訳とそれらに関する解説に

より、当時の状況を明確にすることを試みたもので

ある。現在では当然のように考えられているいわゆ

る「体制転換」のプロセスについて、実はここにいた

るまでにはさまざまな障害が存在していたこと、お

よびその障害を克服するには「僥倖」が存在してい

たことを明らかにする書籍である。 
本書は、著者によるポーランドの体制転換の前

後の状況に関する解説（第一章）と、当時の資料と

なる円卓会議合意書（第二章）、マゾヴィエツキ首

相の国会演説（第三章）、およびバルツェロヴィチ・

プランの概要（第四章）に関する翻訳の四章からな

る。第二章以降の資料の翻訳に関しては、これら

の資料がおそらく初めて日本語に翻訳されたという

意味で、今後ポーランドの体制転換に関する歴史

ないし政治史研究者が（翻訳の

不備などを指摘する可能性はあ

るが）参照すべき史料となること

は間違いない。 
第一章の解説に関しても、基本的には体制転換

期のポーランドの状況に関してコンパクトな説明を

行っているという点で、よくまとめられているといえ

る。円卓会議が通常の制度の枠外で実施されたこ

と、バルツェロヴィチ・プランが当初はポーランド経

済にマイナスの影響を与えたことなどは、今の時点

から振り返れば大きな問題ではなかった、という判

断がなされるであろうが、当時このようなことが問題

として取り上げられていた、という事実については、

認識しておく必要がある。なぜ１９８９年に体制転換

が生じたのか、ということについてもう一度考えてみ

たい方にとっては、必読の一冊となるであろう。 
（仙石学、北大スラブ・ユーラシア研究センター教授） 
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